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Aをgr 心友fides　lineatus　（Goeze ，　1782 ）　Railliet，　1893

が 小 坂（1942 ）に よ り豊 橋 市 在 住 の男（36 歳 ） の腸 管 に寄

生 し て い たこ とが 報 告 され ， 更 に伊 藤 ら（1962 ）に よっ て

浜 松 市 居 住 の 女（51 歳 ） の 腸 管 か ら も採 取 さ れ た ．世 界

的 にMesocestoides 属 の条 虫 の人 体 寄 生 例 はChandler

（1942 ） が 米 国 テ キサ ス州 で 生 後13 ヵ 月 の 白人 の 子 供 にM

．　variab丿詒 の 寄 生 を見 出 し ，　Faust ら（1957 ） に よ る

とChandler 　（1949 ） が更 に グ リ ー ン ラ ン ド の 住民 か ら デ

ンマ ー ク で同 条 虫 を採 取 し た と の報 告 以 外 に そ の 例 が 見

当 ら な い ． こ こ に 報 告 す る寄 生 例 は 日 本 に 於 け る 第3 例

で あ る ．

臨 床 所 見

患者 は名古屋市 中央部 に 居住 する49 歳 の洋服屋 の男

である．生来胃腸 が弱 く1962 年11 月 初句名古 屋市繁華

街の蛇屋で生 のマ ムシ（Agkistrodon んailys）の肝及び血

を 飲用し た． 即 ち八丈 島産 と 称 するマムシを 目前で頭

を切断し，マ ムシ の尾部 を上 にし て生血をコップにし ぼ

り，更に 腹をさい て肝 を摘 出し生血 と共にブドー酒に浮

かせて飲 んだ．家 庭で は犬 は飼つていない．　1963 年10

月下旬便中に 白色米粒 大の蠕 動する条虫の片節を数個認

め た．11月初句我々 の研究室 を訪れたので早速入院させ

て駆 虫を行 うこととし た．

入院時 の所 見は次の様である．体格及び栄養中等度，

皮膚及び 粘膜 は貧血性 でなく 血圧112 ～70　mmHg ，　心肺

に著変 なし ．肝， 脾はふれず，腹部に圧痛，抵抗，腫瘤

を認 めない ．検尿 の結果 は蛋白（－）， ウロビ リノーゲン

（正常），ビ 丱レビ ン（－），尿糖（－），尿沈渣に 異常な

基

し．検便の結果は粘液（－），血液（－），潜血（－），白色

米粒大の条虫片節あり．末梢血液検査では赤血球数512

万，血色素量104 ％，網赤血球7 ％，栓球数23 万，白

血球数6200　（百分率好中球73　％，淋巴球7 ．5％，好酸

球2 ％，単球1 ．5％）で貧血及び好酸球増多はみられな

い．出血及び凝固時間は正常である．胃腸レ線透視で小

腸炎の像を認め，小腸領域に2mm 巾程の条虫を疑わせ

る線条の陰影欠損が認められた・

n 月13 日夜絶食させ9 時にbithin　1－3　g，更に14 日

早朝食前の7 時に1－3　g経口投与した処，14 日夕方下痢

を起し6 隻分と思われる条虫体を一度に排出した，しか

しその何れにも頭部を認めずその直後からの条虫体と考

えられた15 　0にも便中に僅かの分離体節は出たが大部

分は前日に排出された様である．頭節を求めて14，　15日

の全便をしらべ見出されなかったので，15日夕食を粥食

とし，6 時に硫酸ソーダ5g を頓用させておいて，16日

朝食抜きで9 時に4g ，　10時に4g とカマラを投与し，

以後すべての便中から虫体を求めたがそれらしいものは

なかった．

条 虫の形態

ホルマリン固定された虫体の全長は50 　cmで最大巾2

．0　ram，　片節の総数は約600 ～900個である．前述の如

く何れも頭部を欠いている．幼弱片節は0 ．306～0．408×0

．408～0．476　mm　で横径が長い．生殖器は完全に は発

達していない． 睾丸は68～70個であって分布区域は体

側の排泄管の内側に多い．この時期に体中央部に子宮か

判然としている．その大きさは0 ．272×0．068　mm であ

（1 ）
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る．睾丸は26 ×26 μ である．

成 熟片節は0 ．085～0．102×0 ．986～1．02　mm で雌性生

殖 器は十分に発育し ，片 節後方 に1 対づっ ，卵巣 と卵黄

腺 をみ とめ，中央にやや 蛇行する子宮が走 り，内部に は

未熟 の虫卵が認められる．睾丸は判然 と認められる．

老 熟片節は初めは大きさが1 ．19×1 ．7　mm で巾 が後方

に行 くに 従っ て2 ．21×1．87　mm　とな り 横径よ り長径 が

やや長い ．体中央 に長大 な子宮が蛇行し，後方は膨大し

て副子宮（0．42～0 ．56×0 ．42～0．56　mm）を形 成し，それ

ら は完 成し た虫卵で充 満されている．睾丸，卵巣，卵黄

腺 は退化している． 遊離片節 は1 ．8×1 ．8　mm で肉厚で

あ る．副子宮（0 ．51×0 ．51　mm） が肉眼 でも明らかに白

点 とし て認められる．こ れを潰す と多 数の虫卵が出てく

る， 虫卵の 大きさは24 ～26×17～］．9μ で 比較的 うすい

卵殻 を有し 不正 楕円形 で中に六鉤幼虫がある．

考　 按

本条 虫は λ鉐・cestoides属 のものと考えられる．本属

に はYamaguti 　（1959 ）による と22 種余 りが報 告されて

い る．　M ．　IみleatusはWardle 　＆　McLeod（1952）による

と30　cm　から250　cm　に至る体長 の区 々な ものである と

言 う．　M ．　litteratus　Batsch，　1786 は体長30 ～130　mm

の遙 かに小形の条虫であ る．伊藤ら（1959 ）は静岡県3 ヵ

日町 の野犬 から後 者を見出しているが，今回人体 から検

出 された虫体は体長 の点でM ．　lineatusに近い ．

さきにも述べた様に頭 部を得られなかっ た ので，片 節

丈 の観察によるが，生殖器の形態はM ．　lineatu引こ一致

す る． 睾丸の数はYamaguti 　（1959 ） は50 ～70 とし，Wardle

　＆　McLeod 　（1952 ）は54 ～58（但しWitenberg ，1934

による とし て326 頁 の180 図B に描かれて いる片

節 の睾丸数は66 及 び71 ）， 伊 藤らは65 ～70 としてい て

我々の68 ～70 と大 体一致し てい る一

日本におけるM ．　Zjx・eatus人体寄生 例のい づれもが蛇

の生肝を食べているこ とは興味がある．

結 語

名古屋市在住の49 歳 の 洋服屋の男 から6 隻のM ．　l　i－neatus

　（条虫）を駆出した．bithin に よる駆虫で 何れも

頭部がなく，翌々 日カマラを服用 させ たが遂に頭部を見

出せずに 終っ たこ とは 残念 であ る，小坂 （1942），伊藤

ら（1962 ）の人体例同様蛇 の生 肝， 生血が感 染源と考えら

れ，その患者 の住所 も浜松，豊 橋，名古 屋と東海地区 で

あるこ とは興味があ る．
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THE　THIRD　RECORD　OF　A　CASE　OF　HUMAN　INFECTION　WITHMESOCESTOIDES　LINEATUS

　（CESTODA囗N　JAPAN

TETUO 　MORISITA ，　MIZUHO　KOBAYASHI ，　Motoshi　GOTO ，

TAKASHI　EGUCHI ，　Kazunori　MORI 　YAM　A

（£）ゆαΓtment が 凡irasitology・，G φx 丹 が■ectural　Aをぷcal　Schoぶ）

＆　M1YO 」I　OHASHI

｛Depa Γtnient　of　Internal　Medicine，　Gifu　Pr＞φΓXx。㎡ Åを詒辿I　School）

This　is　the　third　case　of　human　3をsocestoides　Iみi　eat　us　infection　in　Japan．　Siχ　fullydeveloped　worms

without　head　parts　were　discharged　by　bithin　from　42　years　old　man　who　was

suffering　from　diarrhoea．　One　year　ago，　this　patient　drank　and　ate　raw　blood　and　liver　of　asnake

，　Agkistrod。，z　halys，　as　a　medicine．

（2 ）
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Plate　1

EXPLANATION　OF　PLATES

Plate　1

Whole　adult　worm　of　j かsoc・肖yj‘des 　li・7xαXzMImmature　segments

Mature　segments

Anterior　gravid　segments

Enlarged　anterior　gravid　segments

Posterior　gravid　segments
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Plate　2

Enlarged　posterior　gravid　ssgments

Terminal　gravid　segment

Gravid　segment　from　the　stool　of　patient

Ova　from　the　paruterine　organ

E：　egg，　0　：　ovary，　PO　：　paruterine　organ，T

：　testes，　U　：　uterus，　Y　：　york　gland
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Plate　2
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